
2018 年 10 月（秋号）            北 口 ゆ う こ う 道 政 便 り            第 60 号（1）

元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

大
震
災
発
生

９
月
６
日
早
朝
、
北
海
道
胆

振
東
部
に
お
い
て
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
震
度
７
の

地
震
が
発
生
。
同
時
に
、
北
海

道
全
域
が
停
電
と
な
る
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
道
議
会
は
、
９
月

11
日
か
ら
開
会
さ
れ
、
14
日
か

ら
は
代
表
質
問
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
震
災
対
応
な
ど

も
あ
り
、
会
期
を
５
日
間
延
長

し
、
９
月
20
日
か
ら
代
表
質
問

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

民
主
・
道
民
連
合
議
員
会
の

幹
事
長
を
務
め
る
北
口
道
議
は
、

今
回
の
定
例
会
の
代
表
質
問
者

と
し
て
登
壇
、
震
災
対
応
や
人

口
減
少
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

知
事
の
政
治
姿
勢
、
交
通
・
医

療
・
雇
用
対
策
な
ど
の
当
面
の

課
題
、
第
一
次
産
業
振
興
、
教

育
課
題
な
ど
、
１
回
目
の
質
問

で
は
52
項
目
、
再
質
問
で
は
26

項
目
、
再
々
質
問
で
は
７
項
目

に
つ
い
て
、
知
事
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

不
誠
実
な

答
弁

高
橋
知
事
の
答
弁
は
、道
職
員

が
書
い
た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
読

み
、
知
事
と
し
て
の
思
い
や
熱

意
が
感
じ
ら
れ
な
い
、
不
誠
実

な
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

遅
い

人
口
減
認
識

特
に
高
橋
知
事
の
在
任
中
、

15

年
間
で
北
海
道
の
人
口
は

33
万
人
減
少
し
た
こ
と
に
対
し

て
は
、「
本
道
が
直
面
す
る
状
況

に
危
機
意
識
を
持
ち
、
少
子
化

対
策
や
人
口
流
出
へ
の
対
応
、

働
く
場
の
確
保
な
ど
、
重
点
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し

た
施
策
を
展
開
す
る
」
と
の
具

体
性
に
欠
け
た
答
弁
で
し
た
。

特
に
問
題
な
の
は
、
知
事
が
人

口
減
少
の
認
識
を
持
っ
た
の
は
、

政
府
内
に
地
方
創
生
本
部
が
立

ち
上
が
っ
た
２
０
１
４
年
か
ら

で
あ
り
、
北
海
道
の
人
口
減
少

は
１
９
９
７
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
に
転
じ
、
全
国
よ
り
も
10
年

早
い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
お
り
、

知
事
に
就
任
し
た
の
が
２
０
０

３
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
と

し
て
は
、
も
っ
と
早
く
か
ら
そ

の
認
識
を
持
つ
べ
き
で
あ
っ
た

と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

道
の

責
任
も

追
求

今
回
の
震
災
で
、
全
域
停
電

（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
し
ま
し

た
。
そ
の
責
任
に
つ
い
て
知
事

は
、「
電
力
事
業
者
と
し
て
の
北

電
の
責
任
は
極
め
て
重
い
」
と

の
認
識
を
示
し
ま
し
た
が
、
私

は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
司
る

国
と
同
時
に
、
道
の
責
任
も
あ

る
」
と
再
質
問
し
、「
企
業
局
に

よ
る
発
電
事
業
や
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
の
促
進
に
取
り

組
む
」
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

知事、深刻な課題にまともに答えず！

会派の代表質問で

自治労の岸まきこ特別執行委員（中央）
と勝部賢志副議長（右）（９月 27 日）

会
派
を
代
表
し
て
知
事
に
質
問
を
行
う
（
９
月

日
）



2018 年 10 月（秋号）            北 口 ゆ う こ う 道 政 便 り            第 60 号（2）

元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

第
３
回
定
例
道
議
会
は
、
９

月
1１
日
（
火
）
に
開
会
、
地
震

等
の
災
害
対
応
等
の
補
正
予
算

及
び
「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
係
る
特
別
な
財
政
措
置
を
求

め
る
意
見
書
」
や
「
日
米
地
位

協
定
の
あ
る
べ
き
姿
へ
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
を

可
決
し
、
10
月
10
日
（
水
）
に

閉
会
し
ま
し
た
。

震
災
優
先
の

議
会
議
論

知
事
任
期
最
終
年
度
の
第
３

回
定
例
会
は
、
半
年
後
に
迫
る

統
一
地
方
選
挙
に
向
け
て
、
知

事
の
道
政
運
営
の
検

証
等
が
論
議
の
中
心

と
な
る
の
が
通
例
で

す
が
、
開
会
直
前
の

９
月
６
日
に
胆
振
東

部
地
震
が
発
生
、
さ

ら
に
そ
の
直
前
に
は

台
風
21

号
等
の
災

害
が
相
次
ぎ
、
こ
う

し
た
災
害
へ
の
対
応

が
最
優
先
の
議
会
と

な
り
ま
し
た
。

北
海
道
胆
振
東
部

地
震
は
、
本
道
の
観

測
史
上
最
大
の
震
度

７
を
記
録
す
る
巨
大

地
震
で
、
胆
振
管
内

厚
真
町
を
は
じ
め
全

道
で
41

人
も
の
方

が
犠
牲
に
な
る
な
ど
、
大
き
な

被
害
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
北

海
道
電
力
は
、
苫
東
厚
真
火
発

の
被
災
を
原
因
に
全
道
が
停
電

す
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
巨
大
地
震
、

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
前
後
す
る

台
風
等
が
重
な
り
、
道
民
生
活
、

産
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

深
刻
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

わ
が
会
派
と
し
て
は
、
代
表

質
問
や
一
般
質
問
な
ど
を
通
じ
、

当
面
の
対
策
や
中
長
期
的
な
対

応
等
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
態

を
踏
ま
え
た
提
案
も
含
め
た
質

疑
を
展
開
し
ま
し
た
。
深
刻
な

被
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
検
証
も
含
め

た
道
内
で
の
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
あ
り
方
、
被
災
状
況
を
踏

ま
え
た
公
共
設
備
・
施
設
の
強

化
策
等
の
議
論
を
今
後
も
継
続

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

は
っ
き
り
し
な
い

身
の

振
り

方

知
事
は
、
来
春
以
降
の
自
身

の
動
向
を
あ
い
ま
い
に
し
た
ま

ま
で
す
。
残
す
任
期
は
半
年
と

な
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
対

策
等
の
公
約
の
達
成
状
況
は
極

め
て
不
十
分
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
抜
本
的
な
路
線
見
直
し

等
の
重
要
課
題
へ
の
対
応
も
鈍

い
ま
ま
で
す
。
貿
易
交
渉
や
一

次
産
業
分
野
で
の
規
制
緩
和
、

空
港
民
営
化
等
に
つ
い
て
は
政

府
の
意
向
を
全
面
的
に
受
け
入

れ
る
よ
う
な
対
応
ぶ
り
で
終
始

し
、
反
発
が
強
い
カ
ジ
ノ
に
つ

い
て
も
政
府
の
方
針
を
丸
呑
み

す
る
よ
う
な
対
応
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
道
民
の
安

全
・
安
心
の
立
場
に
基
づ
い
て

質
疑
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
知

事
は
こ
の
段
階
に
至
っ
て
も
、

ど
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
あ
い

ま
い
な
姿
勢
の
答
弁
で
終
始
し

て
い
ま
す
。

道
政
は

課
題
山
積

こ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
路
線
問
題
は
切
迫
し
、
国

際
貿
易
交
渉
で
も
か
ね
て
心
配

さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
と
の
二

国
間
交
渉
を
安
倍
政
権
が
開
始

す
る
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
は
、

い
ず
れ
も
解
決
で
き
な
い
ど
こ

ろ
か
、
ま
す
ま
す
深
刻
さ
が
加

わ
る
ば
か
り
で
す
。

補
正
予
算
は
、
会
期
冒
頭
に

７
月
の
大
雨
等
の
災
害
復
旧
費
、

道
投
資
単
独
事
業
費
等
の
一
般

会
計
２
１
４
億
２
３
０
０
万
円
、

特
別
会
計
１
億
６
８
０
０
万
円

が
提
案
さ
れ
、
地
震
等
の
発
生

を
受
け
て
の
災
害
復
旧
費
等
の

一
般
会
計
４
９
５
億
９
３
０
０

万
円
、
特
別
会
計
１
１
０
０
万

円
が
９
月
28
日
に
追
加
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
30
年
度
道

予
算
は
、
一
般
会
計
２
兆
８
２

５
０
億
円
、
特
別
会
計
１
兆
１

１
８
８
億
円
の
合
計
３
兆
９
４

３
８
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

意
見
書

▼
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
に
関
す
る
意
見
書
▼
平
成

30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
係
る
特
別

な
財
源
措
置
を
求
め
る
意
見
書

▼
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
災
害
関
連
義
援
金
を
差
し

押
さ
え
禁
止
と
す
る
措
置
等
を

求
め
る
意
見
書
▼
寡
婦
（
夫
）

控
除
を
全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭

に
適
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
▼
日
米
地
位
協
定
の
あ
る

べ
き
姿
へ
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書

第
３
回
定
例
道
議
会
報
告
（
９
月
11
日
～
10
月
10
日
）

会
派
と
し
て
阿
部
副
知
事
に
早
期
の
震
災
対
応
や

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
対
策
を
緊
急
要
請
（
９
月
19
日
）
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↑
ア
ジ
ア
交
流
少
年
サ
ッ
カ
ー

士
別
大
会
（
７
月
７
日
）

ＪＲ北海道労組による旅のプレゼント（９月２日）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
７
月
～
９
月
）

幌加内町の新そば祭りに参加（９月１日） 技能者の集い・産業フェスタ前夜祭（8 月 25 日）

上富良野町戦没者追悼式に参列（7 月 1 日）

林活議連役員として中央要請（7 月 24 日）

きたごりんファームでの稲刈り作業（9 月 22 日）

牧野市長と企業局に水力発電所を要請（7 月 3 日）

↓
当
麻
地
区
道
政
報
告
会

（
７
月
16
日
）

東栄地区での平和紙芝居（８月 21 日）



2018 年 10 月（秋号）            北 口 ゆ う こ う 道 政 便 り            第 60 号（4）

元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
７
月
～
９
月
分
）

◆
７
月
20
日【
士
別
市
甜
菜
振
興

会
】
▼
江
別
市
の
北
海
道
消
防
学

校
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
消
防

操
法
訓
練
大
会
に
参
加
し
て
き

た
▼
今
年
の
操
法
訓
練
大
会
は
、

ポ
ン
プ
車
の
部
で
行
わ
れ
、
１

チ
ー
ム
５
名
の
う
ち
、
指
揮
者

の
指
示
に
基
づ
き
、
１
番
員
と

２
番
員
が
放
水
し
、
３
番
員
が

伝
達
、
４
番
員
は
ポ
ン
プ
車
を

操
作
す
る
と
い
う
役
割
分
担
の

中
で
、
正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
を

求
め
ら
れ
る
競
技
で
あ
る
▼
上

川
管
内
か
ら
は
、
美
瑛
消
防
団

が
出
場
、
１
番
手
と
い
う
出
場

順
で
あ
っ
た
が
、
13
チ
ー
ム
中

見
事
準
優
勝
に
輝
く
素
晴
ら
し

い
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

な
お
、
優
勝
し
た
美
幌
消
防
団

は
北
海
道
を
代
表
し
、
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

◆
７
月
31
日
【
献
血
奉
仕
当
番
】

▼
今
日
で
７
月
も
終
わ
り
で
あ

る
が
、
連
日
の
猛
暑
に
ぐ
っ
た

り
と
い
う
感
じ
で
あ
る
▼
そ
ん

な
今
日
は
、
士
別
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
献
血
奉
仕
当
番
に
参

加
。
そ
の
後
は
、
事
務
所
で
書

類
整
理
と
打
ち
合
わ
せ
。
さ
ら

に
は
「
ゆ
う
こ
う
便
り
夏
号
」

を
完
成
さ
せ
、
発
注
作
業
を
行

っ
た
。

◆
８
月
20
日【
戦
争
を
さ
せ
な
い

士
別
市
民
集
会
】
▼
戦
争
を
さ
せ

な
い
集
会
は
、
仏
教
会
や
天
理

教
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
宗
教

団
体
の
ほ
か
、
連
合
、
農
民
連

盟
、
９
条
の
会
、
さ
ら
に
今
年

か
ら
は
遺
族
会
も
加
わ
っ
て
実

行
委
員
会
を
組
織
し
て
の
開
催

で
あ
る
▼
冒
頭
、
神
田
実
行
委

員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
広
島
を

訪
問
し
た
南
小
６
年
の
春
名
く

ん
か
ら
広
島
体
験
報
告
を
受
け
、

メ
イ
ン
は
長
年
平
和
紙
芝
居
を

行
い
な
が
ら
平
和
を
訴
え
続
け

て
い
る
三
重
県
議
会
議
員
の
中

村
進
一
氏
か
ら
「
二
度
と
戦
争

は
し
ま
せ
ん
！
」
と
い
う
紙
芝

居
を
上
演
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
だ
。
最
後
は
、
戦
没
者
名

簿
を
紹
介
し
、
戦
争
を
さ
せ
な

い
集
会
宣
言
を
採
択
、
全
員
で

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
コ
ー
ル
」

を
三
唱
し
、
こ
の
集
会
を
終
え

た
と
こ
ろ
だ
。

◆
９
月
24
日【
コ
ラ
ッ
セ
夏
学
校
】

▼
福
島
県
川
内
村
の
子
ど
も
た

ち
を
お
迎
え
し
、
今
年
で
８
回

目
と
な
る
「
士
別
に
コ
ラ
ッ
セ

夏
学
校
」
が
開
校
▼
今
年
は
、

川
内
村
か
ら
４
・
５
年
生
16
名
、

引
率
者
５
名
の
合
計
16
名
が
来

士
さ
れ
、
通
算
で
は
２
０
０
名

を
超
え
る
皆
さ
ん
が
川
内
村
か

ら
お
越
し
に
な
り
、
士
別
で
の

体
験
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
▼
過

去
７
回
は
、
夏
休
み
中
に
開
催

さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
か
ら
は

学
校
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
明

日
に
は
士
別
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
授
業
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
体

験
農
園
と
し
て
イ
モ
掘
り
体
験

な
ど
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
記

憶
に
残
る
夏
学
校
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
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【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
９
月
30
日
、
沖
縄
知
事
選
挙

が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
志
半

ば
で
亡
く
な
ら
れ
た
翁
長
雄
志

前
知
事
の
後
継
指
名
を
受
け
た

玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
、
与
党
か
ら

の
支
持
を
う
け
た
候
補
を
８
万

票
以
上
の
大
差
を
つ
け
て
の
勝

利
で
あ
る
▼
沖
縄
県
民
は
、「
新

た
な
基
地
は
い
ら
な
い
」
こ
と

を
明
確
に
意
思
表
示
し
た
の
で

あ
る
。
政
府
は
、
沖
縄
県
民
の

揺
る
ぎ
な
い
民
意
を
尊
重
し
、

新
基
地
建
設
を
即
刻
断
念
す
べ

き
だ
▼
私
は
、
安
倍
政
権
に
な

り
、
民
主
主
義
と
地
方
自
治
が

揺
ら
い
で
い
る
と
指
摘
し
て
き

た
。
日
本
が
、
民
主
主
義
国
家

と
標
榜
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
自

分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
で
決
め

る
」
と
い
う
基
本
的
な
地
方
自

治
の
一
歩
を
大
事
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
沖
縄
県
民
の
意
思

を
尊
重
す
る
の
は
そ
の
第
一
歩

で
あ
る
▼
戦
後
、
米
軍
が
銃
剣

と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
土
地
を
強

制
接
収
し
、
基
地
を
建
設
し
た

歴
史
を
け
っ
し
て
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
。（
ゆ
う
こ
う
）

見事準優勝に輝いた美瑛消防団

士別コラッセ夏学校開校式

戦争をさせない士別市民集会

献血奉仕当番に参加


